
今月の表紙 児童館 ～卒業・進級を祝う会で卒業生に記念品を贈呈～

まちの話題 高齢者見守り活動に関する協定締結 町と北海道新聞網走地区会が調印式

温故知新

家族の支えと仕事仲間との出会いに感謝

緑町 河田 國光 さん

特 集 平成29年度津別町の予算～77億5千万円の使い道～



町
民
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
施
策

を
行
う
た
め
に
経
理
す
る
の
が
「
一
般

会
計
」
で
す
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
施

策
と
と
も
に
、
緊
急
性
及
び
住
民
要
求

の
高
い
事
業
を
選
択
し
な
が
ら
、
よ
り

効
果
的
な
予
算
編
成
を
行
い
、
そ
の
結

果
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
表
１
の
と
お
り
前
年
度
比
０
・
２

％
減
の

億
６
６
０
０
万
円
と
な
り
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ま
し
た
。

特
別
会
計
の
増
減
の
主
な
要
因
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
は
保
険
給
付
費
等
の
増
、
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
は
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
等

の
増
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
保

険
給
付
費
等
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
公
債
費

等
の
減
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は

上
水
道
事
業
会
計
と
の
統
合
及
び
建

設
改
良
費
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計
予
算
は

前
年
規
模
を
上
回
る

特
別

会
計

【表１】平成29年度会計別予算額の内訳

平平成２9年度 津別町の予平成２9年度 津別町の予算算

77億5千万円の使い77億5千万円の使い道道

平
成

年
度
の
町
の
予
算
が
、
町
議
会
の
審
議

平
成

年
度
の
町
の
予
算
が
、
町
議
会
の
審
議
をを

2929

経
て
決
定
し
ま
し
た

経
て
決
定
し
ま
し
た
。。

予
算
の
総
額
は

億
５
１
９
０
万
円
で
、
前
年

予
算
の
総
額
は

億
５
１
９
０
万
円
で
、
前
年
度度

7777

比
１
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
サ

比
１
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
サ
ーー

ビ
ス
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
は
、

億
６
６
０

ビ
ス
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
は
、

億
６
６
０
００

55353

万
円
で
前
年
度
比
０
・
２
％
の
減

万
円
で
前
年
度
比
０
・
２
％
の
減
。。

今今
月
の
特
集
で
は
、
町
の
予
算
内
容
に
つ
い
て

月
の
特
集
で
は
、
町
の
予
算
内
容
に
つ
い
て
おお

知
ら
せ
し
ま
す

知
ら
せ
し
ま
す
。。

(※)上水道事業会計が簡易水道事業特別会計に統合されたことから、

簡易水道事業特別会計の前年度対比の増率が高くなっておりますが、

水道事業全体では、前年度比35.0%増となります。

グラフ 一般会計予算額の科目別内訳

【歳入】 【歳出】

【表２】

町民１人当たり予算額
（一般会計分）

1,084,917円

※平成29年２月末現在の住民基本台帳

人口4,946人で計算しています。

会費

13,870円

費

124,464円

費

199,695円

費

53,787円

民 費

219,231円

118,779円

費

148,662円

1,619円

費

229円

費

91,462円

業費

88,845円

費

1,011円

費

23,263円

費 災害復旧費

税

24億9,000万円

（46.4％）

自主財源
28.3％

依存財源
71.7％

国・道支出金

7億3,210万円

（13.7%）

町 債
4億4,630万円
（8.3％）

その他

1億7,708万円（3.3％）

地方譲与税、各種交付金

町 税
5億4,805万円
（10.2%）

分担金及び負担金など
3億3,603万円（6.3%）

諸収入 5,565万円（1.0%）

入金
5億8,079万円
（10.8%）

農林業費 4億3,943万円（8.2%）

議会費 6,860万円（1.3%）

商工費

1億1,506万円

（2.1%）

労働費 113万円（0.0%）

民生費

10億8,432万円

（20.2%）

総務費

9億8,769万円

（18.4％）

衛生費

7億3,528万円

（13.7%）

土木費

6億1,560万円

（11.5%）

公債費
4億5,237万円
（8.4%）教育費

5億8,748万円

（10.9%）

消防費

2億6,603万円

（5.0%）

総 額

53億6,600万円

災害復旧費

801万円（0.2%）

予備費 500万円（0.1%）

一
般
会
計
予
算
額
を
科
目
別
に
見
た

の
が
下
の
グ
ラ
フ
で
、
歳
入
は
左
下
の

円
グ
ラ
フ
で
す
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が

億
９
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
１
・
２

24％
減
）
で
歳
入
の

・
４
％
を
占
め
て
い
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ま
す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
、
地
方
譲

与
税
な
ど
を
加
え
た
も
の
が
依
存
財
源

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
歳
入
全
体
の

・
７１

７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
債
は
町
営
住
宅
等
建
設
整

備
事
業
に
よ
る
土
木
債
の
減
に
よ
り
、

前
年
度
比

・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

30

一
方
、
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
５

億
４
８
０
５
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
０
・

５
％
の
増
。
分
担
金
及
び
負
担
金
は
３

２
５
９
万
円
で
前
年
度
比
１
２
２
・
２
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
右
下
の
円
グ
ラ
フ
は
歳
出
を

科
目
ご
と
に
表
し
て
い
ま
す
。
歳
出
の

８
・
４
％
を
占
め
る
公
債
費
は
、
事
業
を

実
施
す
る
と
き
に
借
り
た
お
金
の
償
還

金
で
４
億
５
２
３
７
万
円
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
比
較

す
る
と
３
１
１
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

総
務
費
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
複

合
庁
舎
建
設
計
画
策
定
事
業
に
９
８
１

万
円
、
地
方
創
生
事
業
に
１
億
６
８
０

万
円
。
民
生
費
で
は
、
障
害
者
総
合
支

援
事
業
経
費
に
２
億
３
８
３
０
万
円
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
１
億
２
８

４
９
万
円
。
衛
生
費
で
は
、
地
域
医
療

維
持
助
成
事
業
に
１
億
４
０
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
業
費
で
は
、
国
営
農
地
再
編
整

備
事
業
推
進
事
業
に
７
７
３
５
万
円
、

新
規
事
業
と
し
て
木
材
工
芸
館
整
備
事

業
に
８
４
７
万
円
。
商
工
費
で
は
商
工

振
興
補
助
費
等
に
３
３
５
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
道
路
橋
梁
維
持
管
理

費
に
１
億
２
５
０
８
万
円
。
ま
た
、
教

育
費
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
に
５

２
１
３
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
表
２
は
、
今
年
の
一
般
会
計
の

予
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
で
割
り
返

し
た
金
額
で
す
。

町
民
４
９
４
６
人
の
一
人
当
た
り
の

金
額
は
、
１
０
８
万
４
９
１
７
円
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
に
振
り
分
け
ら

れ
た
予
算
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

前
年
度
比
で

０
・
２
％
の
減

一
般

会
計

歳
入
の
7
割
を
超
え
る

依
存
財
源

歳
入成

歳
成

公
債
費
は
０
・
７
％
の

減
額

町
民

予
算

町
民
一
人
当
た
り
予
算

１
０
８
万
４
９
１
７
円



第
１
次
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て
、
国
営

農
地
再
編
整
備
事
業
が
実
施
地
区
と
な
り
、
昨

年
度
よ
り
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
平
成

年
度
ま
で
の
長
期
に
及
び
、
支
払
は

３６

す
べ
て
完
了
後
に
一
括
払
い
と
な
る
た
め
、
地

元
負
担
の
う
ち
町
が
支
援
す
る
分
に
つ
い
て
、

本
年
度
も
「
事
業
負
担
金
支
払
基
金
」
に
所
要

額
の
積
立
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
「
低
炭
素
・
循
環
・
自
然
共
生
」
を
柱
に
、

資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
認
証
や
、
加
工
・

流
通
過
程
の
管
理
認
証
の
取
得
に
対
す
る
助
成

を
継
続
し
、
愛
林
の
ま
ち
つ
べ
つ
に
ふ
さ
わ
し

い
林
業
の
振
興
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

少
子
化
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
つ
き
ま

し
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
料
等
を
引
き

続
き
軽
減
し
、
子
育
て
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
や
高
齢
者
が
楽
し
め
る
場
と
し
て
、
木

材
工
芸
館
を
含
む
自
然
運
動
公
園
一
帯
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
年
次
計
画
で
進
め
て
参
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
も
筑
波
大
学
と
の
共
同
研
究
を
進
め
、
専

門
性
を
持
つ
コ
ン
サ
ル
会
社
も
加
え
な
が
ら
、

次
世
代
の
担
い
手
と
と
も
に
持
続
可
能
な
コ
ン

パ
ク
ト
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ま
ち
な
か
再
生
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
認
定
さ
れ

た
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
く
、
地
方
創
生
推
進

交
付
金
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
道

路
・
橋
梁
の
改
修
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も

に
、
給
水
人
口
の
減
少
に
よ
り
上
水
道
事
業
と

簡
易
水
道
事
業
を
統
合
し
、
新
た
に
簡
易
水
道

事
業
と
し
て
施
設
の
更
新
を
計
画
的
に
進
め
て

参
り
ま
す
。
住
宅
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
相

生
地
区
に
町
営
住
宅
２
戸
を
新
規
に
整
備
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持
管
理
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

庁
舎
を
含
む
複
合
施
設
の
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
咋
年
度
に
庁
内
検
討
委
員
会
が
ま
と
め

た
「
津
別
町
役
場
庁
舎
建
設
構
想
（
案
）」
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
今
年
度
は
、
複
合
施
設
建
設

を
含
む
中
心
市
街
地
全
体
の
未
来
像
を
描
く
こ

と
と
し
、「
複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再
生

基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
こ

の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
老
若
男

女
様
々
な
団
体
か
ら
の
希
望
を
組
み
入
れ
ま
す

と
と
も
に
、
住
民
説
明
会
で
内
容
の
説
明
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

人
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
に
よ
り
、

町
民
の
自
主
的
活
動
を
支
援
し
ま
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
筑
波
大
学
と
の
高
大
連
携
事
業
や
ま

ち
な
か
再
生
事
業
、
さ
ら
に
地
方
創
生
事
業
に

関
連
す
る
派
遣
事
業
や
交
流
事
業
を
通
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
人
づ
く
り
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

観
光
事
業
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光

協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
連
携
し
、

さ
ら
な
る
誘
客
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
協
会
の
主
体
強
化
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
本

町
の
林
産
業
及
び
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在

で
あ
り
ま
す
木
材
工
芸
館
周
辺
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
設
計
を
行
い
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が
楽
し
め

る
施
設
と
し
て
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
観
光

ル
ー
ト
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
え
る
よ
う

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
道
道
屈
斜
路
津
別
線
に
お
け
る
弟
子

屈
側
の
土
砂
崩
れ
箇
所
の
早
期
復
旧
に
つ
き
ま

し
て
は
、
津
別
峠
雲
海
ツ
ア
ー
や
周
辺
観
光
へ

の
誘
客
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
林

野
庁
と
北
海
道
に
対
し
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

政
平
成

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町

２２

新
行
政
改
革
大
綱
推
進
計
画
（
改
訂
版
）（
平
成

年
度
～

年
度
）」
は
、
後
期
５
年
計
画
の
３

２２

３１

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
地

域
経
済
の
活
性
化
と
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を

図
る
計
画
と
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
行
政
評
価
制
度
の
導

入
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
年
度
は
事
務
事
業
総

体
の
検
証
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

平
成

年
度

成

平
成

年
度
の
予
算
は
、「
津
別
町
第
５
次

２９

総
合
計
画
（
平
成

年
度
～
平
成

年
度
）」
と

２２

３１

地
方
創
生
事
業
に
関
す
る
「
津
別
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
及
び
「
津
別
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
編
成
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、「
複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再

生
基
本
計
画
」
の
策
定
は
、
津
別
町
の
未
来
計

画
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は

４
月
１
日
よ
り
担
当
部
署
を
新
設
し
、
町
民
の

皆
様
と
の
意
見
交
換
を
含
め
な
が
ら
進
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

と
し
て
、「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」「
空
き
家
・

空
き
店
舗
の
利
活
用
」「
人
材
育
成
・
特
産
品
開

発
」
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
人

口
減
少
に
一
喜
一
憂
し
な
い
確
か
な
取
り
組
み

を
進
め
て
参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
職
員
と
一
丸
と
な
り
、
町
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
し
、

平
成

年
度
の
町
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

２９

ま
す
。

平
成

年
度

町
政
方
針
（
抜
粋
）

29

『
ま
ち
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

エ
コ
タ
ウ
ン
に
…
３
年
目
』

【総務費】
・複合庁舎建設計画策定事業 981万円

複合庁舎建設基本計画策定などに係る経費

・地方創生事業 １億680万円

再生可能エネルギーの利活用推進、まちなか再生など地方創生

に係る経費

【民生費】
・障害者総合支援事業経費 ２億3,830万円

障害福祉サービス利用、更生医療などの給付費に係る経費

・子ども・子育て支援事業 1億2,849万円

認定こども園運営の補助、子育て支援センター事業に係る経費

【衛生費】
・地域医療維持助成事業 1億4,000万円

住民の健康を守る地域医療維持のため津別病院へ助成する経費

・一般廃棄物最終処分場施設整備事業 3,898万円

一般廃棄物最終処分場施設建設の調査測量設計などに係る経費

【消防費】
・事務組合負担金 2億6,444万円

美幌・津別広域事務組合（津別消防署）への負担金などに係る

経費

【農林業費】
・国営農地再編整備事業推進事業 7,735万円

国営農地再編換地業務などに係る経費

・町有林整備事業 6,407万円

施業計画に基づく造林・保育事業等の実施に係る経費

・木材工芸館整備事業 847万円

木材工芸館等改修基本・実施設計業務に係る経費

【商工費】
・商工振興補助費等 3,350万円

起業等振興促進補助などに係る経費

【土木費】
・町道整備事業 5,538万円

町道138号線改良舗装工事などに係る経費

・橋梁長寿命化修繕事業 7,500万円

橋梁長寿命化のための点検、補修工事などに係る経費

【教育費】
・津別高校振興対策事業 3,122万円

津別高校振興対策（バス通学費、制服購入に係る補助）や

公営塾運営業務に係る経費

・トレーニングセンター施設整備事業 5,213万円

トレーニング室増築工事などに係る経費

３
月

日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
平
成

年
度
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

10

29

た
。
議
会
開
会
の
冒
頭
で
佐
藤
町
長
か
ら
予
算
提
案
に
あ
た
り
町
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
（
町
政
方
針
の
全
文
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

木材工芸館

平成 29年度の事業をお知らせします

認定こども園

津別高校

津別病院



●
対
象
と
な
る
改
修
工
事
、
区
分
な
ど

臼
町
内
建
設
業
者
が
請
負
う
改
修
工
事
で
、

奨
励
金
交
付
決
定
前
に
着
工
し
て
い
な

い
工
事

渦
改
修
に
要
す
る
費
用
が

万
円
（
消
費
税

50

額
等
含
む
）
以
上

嘘
住
宅
の
増
築
、
改
築
、
住
宅
の
耐
久
性
を

高
め
る
た
め
の
改
修
工
事
、
塗
装
、
補
強
、

住
宅
の
居
住
性
を
高
め
る
改
修
工
事
、
環

境
負
荷
低
減
に
資
す
る
改
修
工
事
な
ど

※
詳
し
く
は
下
記
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
、又

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
な
ど

臼
期

間

平
成

年
４
月
3
日

～
４
月

日

29

20

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

渦
時

間

午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時

分

30

15

嘘
場

所

建
設
課
住
宅
グ
ル
ー
プ

（
役
場
２
階
中
央
付
近
）

※
一
度
、
住
宅
改
修
奨
励
金
の
交
付
を
受
け

て
い
る
住
宅
は
、

申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
事
業
概
要

臼
奨
励
金
の
額
は
、
改
修
費
用
の

％
で
、

20

万
円
が
限
度
で
す
。

50
渦
建
築
後

年
以
上
を
経
過
し
た
住
宅
の

10

改
修
工
事
で
、
改
修
後

年
以
上
の
定
住

10

を
確
約
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

嘘
予
算
の
範
囲
内
で
の
実
施
の
た
め
、
申
込

者
多
数
の
際
は
抽
選
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

新
築
住
宅
に
対
す
る
奨
励
金
額

●
必
須
要
件

万
円

60

臼
床
面
積

愛
以
上
、

年
以
上
の
定
住
を

80

10

確
約

渦
住
宅
の
品
質
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

３
条
に
規
定
す
る
日
本
住
宅
性
能
表
示

基
準
及
び
評
価
方
法
基
準
の
「
断
熱
等
性

能
等
級
」
に
示
さ
れ
た
「
等
級
４
」
を
満

た
す
こ
と

●
加
算
要
件

臼
申
請
時
に
同
居
す
る
中
学
生
以
下
の
子

供
が
あ
る
場
合

万
円

20

渦
町
外
に
２
年
以
上
住
ま
れ
た
方
が
持
ち

家
を
建
設
す
る
場
合
（
転
入
後
１
年
以
内

に
申
請
す
る
場
合
を
含
む
）

万
円

20

嘘
町
内
の
業
者
に
発
注
す
る
場
合

万
円

50

唄
住
宅
性
能
表
示
基
準
、
評
価
方
法
基
準
の

「
高
齢
者
等
配
慮
対
策
等
級
」
に
示
す
「
等

級
３
」
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
基
準
を
満
た

す
場
合

万
円

10

欝
北
海
道
内
の
森
林
か
ら
産
出
さ
れ
、
町

内
で
生
産
又
は
製
品
化
さ
れ
た
木
材
（
地

域
材
）
を

逢
以
上
使
用
し
た
場
合

１０

万
円

２０

蔚
北
海
道
内
で
森
林
管
理
認
証
さ
れ
た
木

材
を
１
逢
以
上
使
用
し
、
C
o
C
認
証
を

取
得
し
た
業
者
が
施
工
し
た
場
合
は
、
１

逢
当
た
り
３
万
円
。
加
算
要
件
欝
と
の

併
用
可
（
使
用
量
に
つ
い
て
は
小
数
点
以

下
切
捨
て
）

上
限

万
円

４０

※
必
須
要
件
の

万
円
に
、
該
当
す
る
加
算

60

要
件
を
加
え
た
額
が
、
奨
励
金
額
と
な
り

ま
す
。

※
工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

中
古
住
宅
購
入
に
対
す
る
奨
励
金
額

●
建
物
の
固
定
資
産
税
課
税
標
準
額
が
１

５
０
万
円
以
上
の
中
古
住
宅
を
購
入
し

た
場
合
が
、
奨
励
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

奨
励
金
の
額
は
、

万
円
で
す
。

30

※
売
買
後
１
年
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す

（
課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
税
の
納
付

書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

《
平
成

年
度

申
し
込
み
の
お
知
ら
せ
》

29

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

建
設
課

住
宅
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
５
２
、
２
５
５
）

■
対
象
と
な
る
家
屋

３
年
以
上
使
用
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
今
後

使
用
す
る
見
込
み
の
な
い
空
き
家
と
、
放
置
さ

れ
た
ま
ま
荒
廃
し
て
い
る
廃
屋
が
対
象
で
す
。

範
囲
は
、
い
ず
れ

も
住
宅
（
店
舗
等
と
の

併
用
住
宅
を
含
む
）
と

そ
れ
に
附
属
す
る
物

置
な
ど
の
附
属
家
の

み
で
あ
り
、
工
場
や

倉
庫
は
該
当
と
な
り

ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
所
有
者

町
内
在
住
の
有
無
や
個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ

ん
。
所
有
者
が
代
理
の
方
に
申
請
を
依
頼
す
る

場
合
は
、
委
任
状
等
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
対
象
と
な
る
事
業

津
別
町
内
の
業
者
が
取
り
壊
し
を
行
う
場
合

の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

町
外
の
業
者
が
請
け
負
う
も
の
、
ま
た
、
個
人

が
行
う
も
の
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
金
額
・
補
助
額

対
象
と
な
る
工
事
金
額
は

万
円
以
上
で
す
。

５０

補
助
額
は
、
工
事
金
額
の
２
分
の
１
と
し
、
５０

万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。
実
質
の
補
助
額
は
、

万
円
か
ら

万
円
と
な
り
ま
す
。

２５

５０

な
お
、
申
請
す
る
場
合
、
業
者
か
ら
の
見
積
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
必
ず
業

者
へ
相
談
し
、
見
積
書
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
な
ど

臼
期

間

平
成

年
４
月
3
日

～

29

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

渦
時

間

午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時

分

30

15

※
今
年
度
の
事
業
は
、

件
分
を
予
定
し
て
お

２０

り
ま
す
。
定
数
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

役
場
の
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

住
宅
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
５
２
、
２
５
５
）

７６

津
別
町

空
き
家
等
撤
去

促
進
事
業

空
き
家
・
廃
屋
を
自
主
的
に
取
り
壊
す
方
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

的
に

空
き
家

廃
屋
の

加
が
、

な
問

と
な

い

ま
す
。

者
が

、

分
な

が

い
な
い

の
家
屋

、

の

を

る

、

壊
の

の

が

い
ま
す
。

で

、

な

を

り
、

し

い

の

の

取
り

み
と
し

、

年

の

な
家

屋
を
自
主
的
に
取
り
壊

す
方
に
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る

空
き

家
等
撤
去
促
進
事
業

を

し
ま
す
。

空
き
家
等
撤
去
促
進
事
業

Ｑ

＆

Ａ

Ｑ

建
て
替
え
を
目
的
と
し
て
、
古

い
住
宅
を
壊
し
た
場
合
は
、
対
象

と
な
る
？

Ａ

住
宅
の
建
て
替
え
を
行
う
た
め

の
取
り
壊
し
は
対
象
外
で
す
。

Ｑ

取
り
壊
す
と
固
定
資
産
税
が
上

が
る
、
と
聞
い
た
の
だ
が
？

Ａ

住
宅
の
建
っ
て
い
る
土
地
は
、

税
の
軽
減
措
置
が
さ
れ
て
い
る
の

で
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
土

地
の
税
額
が
上
が
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
担
当
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ

申
請
に
必
要
な
書
類
は
？

Ａ

申
請
書
類
一
式
は
役
場
の
担
当

課
に
あ
り
ま
す
。
業
者
か
ら
の
工

事
見
積
書
も
必
要
な
の
で
、
ま
ず
、

町
内
業
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金

住

宅

新

築

中

古

住

宅



ご存じですか？「無期転換ルール」

津
別
町
と
北
海
道
新
聞
網
走
地
区
会
・
大
東

新
聞
販
売
店
が
「
津
別
町
に
お
け
る
高
齢
者
見

守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
、
3
月
16

日
、
林
業
研
修
会
館
図
書
室
で
調
印
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
聞
配
達
の
際
に
、
配
達
員
が
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
宅
で
異
変
を
感
じ
た
り
、
保
護

を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
速
や
か
に
町
な
ど
に

連
絡
す
る
こ
と
で
、
孤
立
死
を
防
ぐ
こ
と
が

目
的
で
す
。

調
印
式
に
は
佐
藤
町
長
と
北
海
道
新
聞
網

走
地
区
会
・
岩
原
繁
会
長
、
大
東
新
聞
販
売
店

の
藤
田
浩
さ
ん
が
出
席
し
、
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。

高
齢
者
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
締
結

町
と
北
海
道
新
聞
網
走
地
区
会
が
調
印
式

津
別
町
酪
農
振
興
会
（
大
矢
根
督
会
長
）
か
ら
認
定
こ

ど
も
園
・
こ
ど
も
の
杜
（
長
政
久
仁
子
園
長
）
に
津
別
町

産
放
牧
牛
乳
の
寄
贈
が
あ
り
、
３
月
８
日
、
同
園
で
目
録

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
に
地
元
食

材
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

町
内
8
戸
の
酪
農
家
が

生
産
す
る
「
明
治
・
牛
と

共
に
生
き
る
放
牧
酪
農

家
の
牛
乳
」（
１
渥
パ
ッ

ク

本
）が
給
食
に
出
さ

15
れ
ま
し
た
。

津
別
産
の
お
い
し
い
牛
乳
を
園
児
に

酪
農
振
興
会
が
こ
ど
も
園
に
放
牧
牛
乳
を
寄
贈

▲協定書を手にする（左から）佐藤町長、岩原さん、藤田さん

▲大矢根会長（左）と長政園長

持ち物 顔写真・印鑑・身分証明書・券代金（更新は券代金のみ）

ふれあい公園パークゴルフ場は
４月22日オープン予定です！

温水プール「すいむ」は
５月２日オープンです！

グレステンスキー場は
５月３日オープン予定です！

公園パークゴルフ場は４月2 日から11月1 日 でオープン予定です

利用期間 ４月22日(土）～10月30日（月）

※気象状況等によっては変更になる場合があります。

定 休 日 毎週火曜日

(４月25日・10月24日は営業します）

利用時間 ４月、５月：午前８時～午後７時

6月～8月：午前７時～午後７時

9月 ：午前７時～午後６時

10月 ：午前８時～午後５時

利用料金（町内の小中高生は無料です）

《シーズン券販売 ４月17日（月）から》

場 所 中央公民館ロビー

（月～金 午前９時～午後４時まで）

持ち物 顔写真・券代金

※昨年のシーズン券ホルダーの返却をお願いします！

利

用

料

金

利用期間 ５月2日（火）～10月31日（火）

休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

利用時間 平 日 午前10時～午後８時30分

（午前11時50分～午後1時、

午後４時50分～午後６時は休憩時間）

土・日・祝日 午前10時～午後５時

（午前11時50分～午後１時は休憩時間）

シーズン券
販 売

４月24日～５月１日は中央公民館、

５月２日以降は温水プールで随時受付

《今年のすいむ無料開放日》

５月2日（プール開き）

５月5日（子どもの日）

６月27日（オープン記念日）

8月 1日（水の日）

9月18日（敬老の日）

10月9日（体育の日）

10月31日（プール納め）

グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
講
習
会

も
予
定
し
て
い
ま
す

利用期間 5月３日～10月31日までの土・日・祝日

7月20日～8月20日までの期間

利用時間 午前10時から午後６時まで

利用料金 （町民の方は団体料金で利用できます）

問い合わせ先 中央公民館 生涯学習課 緯76－2713

３
月

日
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
（
山
下
邦
昭
代
表
理
事
組
合

21

長
）か
ら
教
育
委
員
会
に
、
小
学
生
向
け
の
補
助
教
材「
農

業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
平
成

年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
食

20

農
教
育
応
援
事
業
」
の
一

環
で
、
子
ど
も
た
ち
が

食
・
環
境
等
と
農
業
の
つ

な
が
り
を
意
識
し
、
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
で

す
。
今
回
寄
贈
さ
れ
た

教
材
本
と
D
V
D
は
、
５

年
生
の
授
業
で
活
用
さ

れ
ま
す
。

平
成

年
か
ら
続
く
食
農
教
育
応
援
事
業

２０

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
が
小
学
校
に
補
助
教
材
寄
贈

▲

宮管教育長（左）と山下組合長

《無期転換ルールとは》 有期労働契約が反復更新されて通

算５年を超えたときは、労働者の申込みにより、期間の定め

のない労働契約（無期労働契約）に転換できるルールです。

【平成25年4月開始で契約期間が 1年の場合の例】

３
月

日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

17

ア
グ
ル
ー
プ
・
折
り
づ
る
会
（
林
洋

子
代
表
）
か
ら
教
育
委
員
会
に
、
猫

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
付

交
通
安
全
祈
願
マ
ス
コ
ッ
ト
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
通
学
等
の
安
全
を

願
い
、
会
員
の
手
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
作
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
品
は
、

津
別
小
学
校
の
新
一
年
生

人
に
プ

36

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

新
入
学
児
童
の
安
全
を
願
い

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
寄
贈

▲折りづる会のみなさんと宮管教育長

《事業主の皆様へ》 無期転換ルールを避けることを目的として、

無期転換申込権が発生する前に雇止めをすることは、労働契約

法の趣旨に照らして望ましいものではありません。

また、有期契約の満了前に使用者が更新年限や更新回数の上

限などを一方的に設けたとしても、雇止めをすることは許され

ない場合もありますので、慎重な対応が必要です。

無期転換ルールポータルサイト http://muki.mhlw.go.jp/

問い合わせ先 北海道労働局雇用環境・均等部指導課

緯011－709－2311（代表）



昨
年
4
月
か
ら
津
別
小
学
校
に
勤

務
し
、
こ
の
３
月
ま
で
４
年
生
の
ク
ラ

ス
を
受
け
持
っ
た
井
嶋
俊
貴
さ
ん
。

新
任
教
師
と
し
て
過
ご
し
た
１
年
を

「
津
別
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
強

い
町
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
保
護
者
の

方
も
と
て
も
協
力
的
で
、
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

釧
路
市
出
身
の
井
嶋
さ
ん
は
、
釧
路

江
南
高
等
学
校
か
ら
北
海
道
教
育
大

学
釧
路
校
に
進
学
し
、
小
学
校
教
師
を

目
指
し
ま
す
。
小
・
中
学
校
時
代
の
担

任
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
人
と
接
し
、

か
か
わ
る
仕
事
と
し
て
早
く
か
ら
具

体
的
に
進
路
を
描
い
て
い
た
そ
う
で

す
。
大
学
で
は
、
毎
週
小
学
校
を
訪
れ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
児

童
や
現
場
の
先
生
た
ち
を
身
近
に
知

る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

２
年
目
に
向
け
て
は
「
教
師
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
と
思
え
る
授

業
を
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」
と
、
抱

負
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
サ
ッ
カ
ー

に
打
ち
込
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
、
趣

味
は
読
書
と
音
楽
鑑
賞
。
特
に
ミ
ス

タ
ー
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
曲
を
よ
く
聴
い

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
と
思
え
る
授
業
を

井
嶋

俊
貴

さ
ん

いしま としきさん／平成５年１月生まれ、津別小学校

勤務

１日の始まりは朝食から !
新年度になりました。環境の変化がある方も

多いのではないでしょうか？ 朝食はおろそか

になりがちですが、ぜひ摂ってほしいものです。

朝食の利点として、

◎脳やからだへのエネルギー補給

◎内臓が動くことにより排便を促す

◎午前中の勉強や仕事の集中力アップ…などがあります。

*夜の快眠のための朝食*

最近、朝食でたん白質を摂ることが夜の快眠をうながすということ

がいわれています。よく寝るためにも朝食を摂りましょう。

*朝食でそろえたい食材*

エネルギー源：ご飯、パン、麺など

たん白質源：肉、魚、大豆製品、乳製品、卵など

水分やビタミン、ミネラル：野菜、海藻、きのこ類、汁物など

献立例：ご飯、野菜のみそ汁、納豆 パン、牛乳、野菜サラダ

野菜を食べよう、1日350ｇ！
野菜を知ろう：先月の野菜は行者にんにくでした。

今月は日本原産で、カリウムやカルシウム、食物繊維が

含まれています。にが味はクロロゲン酸で、食欲増進やＬＤＬコレ

ステロールの酸化を抑えます。葉っぱが大きな山菜は？

「
家
族
と
す
ば
ら
し
い
仕
事
仲
間

に
支
え
ら
れ
て
、
無
事
に
勤
め
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
感
謝

の
言
葉
を
口
に
す
る
の
は
、

歳
の

１５

こ
ろ
か
ら
か
ら

歳
ま
で
、

年
に

70

５５

わ
た
り
額
に
汗
し
て
仕
事
に
励
ん
だ

河
田
國
光
さ
ん
。

仕
事
を
退
い
た
今
は
、
緑
町
第
2

自
治
会
の
衛
生
部
長
を
務
め
地
域
活

動
に
貢
献
し
つ
つ
、
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
で
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

旧
東
藻
琴
村
（
現
大
空
町
）
の
農

家
に
、
6
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
た
河
田
さ
ん
は
、
中
学
校
を
卒

業
後
、
夏
は
家
業
を
手
伝
い
、
冬
期

間
は
造
材
作
業
員
と
し
て
働
き
ま
す
。

最
初
の
う
ち
は
伐
採
作
業
で
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
扱
い
に
慣
れ
ず
、
仲
間
の

助
け
を
借
り
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和

年
に
は
旧
国
鉄

４１

の
臨
時
保
線
区
作
業
員
と
し
て
１
年

間
従
事
。「
夜
勤
作
業
が
多
く
、
60

茜
も
あ
る
枕
木
を
運
ん
だ
り
、
短
時

間
で
台
車
か
ら
ス
コ
ッ
プ
で
砂
利
を

降
ろ
す
作
業
な
ど
、
目
か
ら
火
が
出

る
よ
う
な
キ
ツ
い
労
働
で
し
た
」
と
、

若
き
日
を
振
り
返
り
ま
す
。

昭
和

年
、
縁
あ
っ
て
美
津
子
さ

４２

ん
と
所
帯
を
持
っ
た
河
田
さ
ん
は
、

翌
年
、
親
戚
の
勧
め
で
丸
玉
産
業
に

入
社
し
ま
す
。
工
場
で
は
原
木
の
燻

蒸
や
皮
む
き
な
ど
を
担
当
し
ま
す
が
、

機
械
化
が
進
む
前
で
、
こ
ち
ら
も
か

な
り
の
重
労
働
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
相
撲
が
好
き

だ
っ
た
河
田
さ
ん
は
、
春
秋
の
祭
り

の
時
期
に
行
わ
れ
た
社
内
の
相
撲
大

会
に
参
加
。
小
柄
な
体
な
が
ら
力
仕

事
で
鍛
え
た
腕
力
で
、
大
柄
な
相
手

と
も
好
勝
負
を
演
じ
ま
し
た
。

丸
玉
産
業
を
定
年
退
職
後
も
O
B

採
用
で
５
年
間
勤
め
、
そ
の
後
は
建

設
会
社
、
プ
ー
ル
管
理
人
な
ど
の
仕

事
に
就
い
た
働
き
者
で
、
今
も
知
人

に
山
林
買
取
り
の
世
話
人
を
頼
ま
れ

て
、
山
を
見
て
歩
く
こ
と
が
あ
る
そ

う
で
す
。

楽
し
み
は
愛
犬
・
ラ
ン
ち
ゃ
ん
と

の
散
歩
と
、
週
２
回
の
カ
ラ
オ
ケ
の

集
ま
り
。
カ
ラ
オ
ケ
の
十
八
番
は
、

福
田
こ
う
平
『
男
道
』
で
す
。

確
定
申
告
の
内
容
で
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

れ
を
訂
正
す
る
手
続
き
を
し
ま
す
。

【
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
更
正
の
請
求
』
を
し
て
、
正
し
い
税
額
へ
の
訂

正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
手
続
き

は
、
所
得
税
確
定
申
告
提
出
期
限
か
ら
５
年
以
内

で
す
。

【
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
修
正
申
告
』
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新

た
に
納
め
る
税
額
に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
及
び

延
滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
あ
と
で
修
正
申
告

を
し
た
り
、
税
務
署
か
ら
税
額
の
更
正
を
受
け
た

場
合
に
は
、
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
場
合
に

比
べ
高
い
加
算
税
率
を
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
】

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
直
ち
に
申

告
を
し
て
下
さ
い
。
確
定
申
告
期
限
後
の
申
告

に
は
、
無
申
告
加
算
税
及
び
延
滞
税
が
賦
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
の
必
要
が
な
く
て
も
】

年
金
収
入
（
４
０
０
万
円
以
下
）
の
み
の
方
は
、

確
定
申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
民
税
申

告
を
し
た
方
が
い
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

無
収
入
の
方
で
も
住
民
税
申
告
を
し
な
い
場
合
、

国
民
健
康
保
険
税
等
が
高
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
申
告
が
必
要
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

お
気
軽
に
税
務
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
に
は

かわた くにみつさん／昭和19年２月、東藻琴村生ま

れ／73歳／緑町在住

さ
ん

河
田

國
光

家
族
の
支
え
と
仕
事
仲

間
と
の
出
会
い
に
感
謝

【468】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

平成 29年度
《調理師試験のお知らせ》
試験日時 ８月29日（火）

午後１時30分から午後４時まで

試験地 北見市（試験会場は、出願者に送

付する受験票により通知）

試験科目・方法 食文化概論、公衆衛生学、

栄養学、食品学、食品衛生学及び調理

理論について筆記試験を実施する。

受験資格 学校教育法第57条に規定す

る 者（高等学校入学資格）で、多数人

に 対して飲食物を調理して提供する施

設 又は飲食店営業等において平成29

年５ 月26日までに２年以上調理の業

務に従 事した者

願書提出先 北見保健所

受付期間 ５月15日（月）～５月26日（金）

受験手数料 北海道収入証紙 6,900円

問い合わせ先

北見保健所企画総務課企画係

緯0157－24－4173



ま
ち
バ
ス
は
相
生
線
の
一
部
の

便
を
除
き
、
全
線
予
約
に
よ
っ
て

運
行
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
新
た
に
通
園
・

通
学
で
ま
ち
バ
ス
を
利
用
す
る
場

合
に
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

予
め
利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
ま

す（
利
用
者
登
録
票
は
津
別
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出

来
ま
す
）。
ま
た
、
現
在
利
用
し
て

い
る
方
で
予
約
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ま
ち
バ
ス
の
予
約
に
つ
い

て
は
「
ま
ち
バ
ス
予
約
電
話
」
に
て

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
受
付
時

間
以
外
は
留
守
番
電
話
で
の
対
応

と
な
り
ま
す
の
で
、
土
曜
日
の
全
便

及
び
日
祝
日
の
翌
朝
の
便
を
利
用

す
る
場
合
は
、
予
約
受
付
時
間
内
に

予
約
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

【
ま
ち
バ
ス
予
約
電
話
】

緯

室
２
１
６
６

７６

※
予
約
受
付
時
間
は
平
日（
年
末
年

始
を
除
く
）の
午
前
８
時

分
～
午

３０

後
５
時
、
発
車
時
刻
の
お
お
む
ね

３
時
間
前
ま
で
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
バ
ス
利
用
に
は
制
限
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
車
両
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
５
０
）

７６
移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」

が
、
４
月
と
５
月
に
２
日
間
来
町

し
ま
す
。
ご
都
合
の
良
い
日
に
、

津
別
町
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
１
日
目
》

４
月

日
（
金
）

28

役
場
議
事
堂
前

午
前
9
時

分
～

時

分

30

11

3０

午
後
1
時
～
３
時

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
い
し
ば
し
前

午
後
３
時

分
～
４
時

分

30

3０

《
２
日
目
》

５
月
１
日
（
月
）

役
場
議
事
堂
前

午
前
9
時

分
～

時

分

30

11

3０

丸
玉
産
業
前

午
後
１
時
～
３
時

津
別
高
校
前

午
後
３
時

分
～
４
時

分

30

3０

☆
当
日
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
、

津
別
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
2
３
1
）

７６

平
成

年
度
の
北
海
道
心
身
障

29

が
い
者
総
合
相
談
所
の
巡
回
相
談

が
行
わ
れ
ま
す
。

通
常
は
札
幌
の
相
談
所
で
し
か

行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
近
隣
で
相
談

で
き
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月

日
（
月
）
ま
で
に
役
場
の
福
祉

24担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
対
象
者

臼

歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
で
、

１８電
動
車
い
す
等
の
直
接
判
定
を

要
す
る
補
装
具
の
交
付
を
希
望

す
る
方

渦

歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
で

１８療
育
手
帳
の
新
規
又
は
再
判
定

を
希
望
す
る
方

嘘
そ
の
他
、
専
門
的
判
定
を
必
要

と
す
る
方

日

程
６
月
６
日
（
火
）・
７
日
（
水
）

場

所
北
見
市
総
合
福
祉
会
館

※
次
回
開
催
予
定

８
月

日
（
火
）・

日
（
水
）

29

30

網
走
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ
福
祉
担
当

緯

室
２
１
５
１

７６
（
内
線
２
３
４
）

町
民
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
誓

い
合
う
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お

り
交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日

時

４
月

日（
火
）

11

午
後
７
時
か
ら

場

所

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

（
町
民
会
館
）

※
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
１
６
）

76
自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
、

示
談
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償
の
問
題

で
お
困
り
の
方
へ
、
弁
護
士
が
「
中

立
・
公
正
」な
立
場
で
、
当
事
者
間

の
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償
問

題
の
法
律
知
識
が
な
く
て
も
、
交

渉
に
不
慣
れ
で
も
安
心
で
す
。

弁
護
士
費
用
は
、
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
（
無
料
で
す
）。
ま
ず
は
、

電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
注
）
ご
相
談
に
な
じ
ま
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

〔
公
益
財
団
法
人
〕
交
通
事
故
紛

争
処
理
セ
ン
タ
ー
札
幌
支
部

（
札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
１０

丁
目

札
幌
弁
護
士
会
館
４
階
）

緯
０
１
１
室
２
８
１
室
３
２
４
１

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の

縦
覧
を
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
３１

日
ま
で（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）役

場
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ
蔚
番
窓
口

で
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
と
は
、
自
分
の
資
産
の
評
価

額
と
他
の
評
価
額
を
比
較
し
、
適

正
さ
を
検
討
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

自
分
の
資
産
の
内
訳（
土
地
・
家

屋
）
を
見
る
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
通

年
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

年
中
に

28

固
定
資
産
の
名
義
を
変
え
た
方
や

家
屋
の
取
り
壊
し
の
あ
っ
た
方
に
つ

い
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
５
月
に
送
付
す
る
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
は
、
課

税
明
細
書
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

２
月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

14

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

坂

ゆ
り
な
ち
ゃ
ん（
西
町
）

濱
端

千
紗
ち
ゃ
ん（
共
和
）

ち
さ

立
川

灯
ち
ゃ
ん（
幸
町
）

あ
か
り

野
田

絢
菜
ち
ゃ
ん（
旭
町
）

あ
や
な

矢
作

茉
奈
佳
ち
ゃ
ん（
活
汲
）

ま
な
か

眞
鍋

凛
ち
ゃ
ん（
活
汲
）

り
ん

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
３
３
２
）

76

自転車盗難防止の基本

１ わずかな時間の駐輪でも必ずツーロック！

２ 自宅敷地、管理地でも油断せずにツーロック！

３ 防犯登録を忘れずに

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

自転車の盗難被害の防止と防犯登録の推進

《自転車には防犯登録とツーロックを》

昨
年
度
は
、
当
町
の
交
通
安
全

運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

度
も
一
年
間
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

季
節
が
春
に
向
か
い
、
少
し
ず

つ
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

雪
が
溶
け
始
め
、
自
転
車
に
乗
る

人
も
増
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
自
転
車
が
加
害
者
に
な
る

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
乗
車
ル
ー

ル
を
守
ら
ず
に
走
行
し
て
い
る

も
の
で
す
。
飲
酒
運
転
の
禁
止
、

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
信
号
は

必
ず
守
る
な
ど
、
標
識
・
交
通

ル
ー
ル
を
再
確
認
し
、
事
故
を
招

か
ぬ
よ
う
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

今
月

日
（
火
）
に
生
活
改
善

11

セ
ン
タ
ー
（
町
民
会
館
）
で
、
交

通
安
全
撲
滅
を
誓
う
「
津
別
町
交

通
安
全
推
進
町
民
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
美
幌
警
察
署
に
よ
る

交
通
安
全
講
話
も
行
い
ま
す
。

町
民
皆
さ
ん
で
交
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
の
交
通
安
全
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

住民企画課

住民環境

グループ

全全全全全全全全全全全 ーーーーーーーーーーー

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
を

開
催
し
ま
す

北
海
道
心
身
障
が
い
者
総
合

相
談
所
の
巡
回
相
談
を
実
施

例年、雪解けを迎えると、自転車を利用する機会が増

え、自転車の盗難被害が増加しています。

○大切な自転車を盗難被害から守るために

自転車に備え付けの鍵以外にも、Ｕ字型錠やワイヤー

錠等の丈夫な鍵を付けるなど、ツーロックをして大切な

自転車を盗難被害から守りましょう。

○万が一、盗難被害に遭ったときのために

自転車の防犯登録をしましょう。防犯登録の手続きは、

自転車の販売店で取り扱っています。

W
e
b
サ
イ
ト
利
用
料
を

電
子
ギ
フ
ト
券
で
支
払
い
!?

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

突
然
、
W
e
b
業
者
か
ら
「
コ

ン
テ
ン
ツ
の
利
用
料
金
の
未
払

い
が
発
生
し
て
い
る
。
本
日
中

に
連
絡
が
な
い
場
合
、
法
的
手
段

に
移
行
し
ま
す
」
と
メ
ー
ル

が
き
た
。
心
当
た
り
は
な
い

が
記
載
の
窓
口
に
電
話
す
る

と
、
退
会
手
続
き
費
用
と
し

て
６
万
円
の
ギ
フ
ト
券
を
購

入
し
、
そ
の
番
号
を
電
話
で

連
絡
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。

保
険
会
社
の
保
証
が
あ
る

の
で
後
で
返
金
さ
れ
る
と
言
わ

れ
た
が
信
用
し
て
い
い
か
。

有
料
動
画
サ
イ
ト
の
未
払
い

料
金
な
ど
の
名
目
で
金
銭
を
支

払
わ
せ
よ
う
と
す
る
詐
欺
で
す
。

W
e
b
業
者
は
有
料
と
無
料

の
動
画
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
は

会
員
登
録
を
必
要
と
し
前
払

方
式
で
利
用
料
金
を
支
払
う

の
で
、
消
費
者
に
未
払
い
料

金
等
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
連

絡
し
た
り
応
じ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

判
断
に
迷
う
場
合
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

◎
美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A Q

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問
題

で
お
困
り
の
方
へ

問い合わせ先

住民企画課 住民環境グループ

緯76－2151（内線216）

４月６日（木）～15日（土）

の 交通 動

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦

覧
や
閲
覧
は
４
月
１
日
か
ら

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

ま
ち
バ
ス
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
献
血
」
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん

（
北
海
道
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

臼子供と高齢者の交通事故防止

渦歩行中・自転車乗用中の交通事故

防止

嘘後部座席を含めた全ての座席の

シートベルトとチャイルドシート

の正しい着用の徹底

唄飲酒運転の根絶

運 の

統一行動日

（セーフティコール）

４月６日（木）

交通事故死

ゼロを目指す日

４月10日（月）



みなさんに水道水を安全に飲んでい

ただくため、水道法に基づく水質検査

を毎月行っています。

その検査項目や検査頻度を記載した

「水質検査計画」の閲覧を下記により

行っています。閲覧はいつでもできま

すのでご覧ください。

《閲覧場所》

建設課（２階渦番窓口）

※町のホームページもご覧ください。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp

問い合わせ先

建設課水道グループ

緯76－2151（内線253）

水質検査計画の公表についてタ
イ
の
雑
誌
の
撮
影
で
道
東

取
材
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
た
友
人
が
声
を
か
け
て
く
れ

て
、
道
の
駅
相
生
の
取
材
が
決

ま
り
ま
し
た
。

初
め
は
ク
マ
ヤ
キ
の
取
材
だ

け
の
予
定
で
し
た
が
、
相
生
鉄

道
公
園
と
駅
舎
c
a
f
姦
く
る

み
の
森
も
気
に
入
り
、
帰
り
道

に
チ
ミ
ケ
ッ

プ
湖
へ
連
れ

て
行
く
と
、

道
中
の
紅
葉

と
湖
を
絶
賛

し
て
く
れ
て
、

追
加
で
取
材

し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

雑
誌
の
表
紙
は
相
生
に
な
り
、

相
生
と
チ
ミ
ケ
ッ
プ
の
写
真
が

記
事
に
載
り
ま
し
た
。
雑
誌
の

表
紙
が
津
別
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
津
別
の
写
真
が
道
東

で
一
番
に
選
ば
れ
た
と
言
う
事

実
。
道
東
で
一
番
に
な
れ
る
自

然
と
景
色
が
津
別
に
は
あ
る
と

確
信
し
ま
し
た
。

熱
帯
の
人
は
暑
い
所
に
は
う

ん
ざ
り
し
て
い
る
の
で
、
と
に

か
く
寒
い
所
へ
行
く
の
が
贅
沢

で
す
。
北
海
道
の
人
が
ハ
ワ
イ

に
行
き
た
い
よ
う
に
、
熱
帯
の

人
は
寒
い
所
に
行
き
た
い
。
日

本
人
に
は
冬
の
北
海
道
は
魅
力

が
無
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん

が
、
彼
ら
に

は
紅
葉
が
あ

り
雪
の
降
る

寒
い
北
海
道

が
一
番
魅
力

的
な
ん
で
す
。

津
別
町
の
中
に
は
清
流
が
流

れ
、
高
台
の
農
地
は
夏
に
は
ひ

ま
わ
り
が
咲
き
、
雄
阿
寒
や
雌

阿
寒
の
展
望
が
楽
し
め
る
場
所

も
あ
り
ま
す
。
共
和
に
は
か
わ

い
い
橋
も
あ
り
ま
す
。
津
別
町

は
有
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
町
な
の
で
す
。

タ
イ
旅
行
雑
誌
の

表
紙
が
相
生
に

京都出身。東京でテレビ番組の撮影、タイ
で撮影コーディネーターを経て帰国。狭い
京都に耐えられず広い北海道の津別に移住。

太太田克太田克彦彦

今年度も がはじまります！
町の健診時に、９・10ヶ月の赤ちゃんに「絵本」と

「赤ちゃんと絵本を開く時間の楽しさを伝える冊子」をプ

レゼントしています。

また、健診時の待ち時間を利用して図書司書が、読み聞

かせなどの「絵本ふれあい事業」も同時に実施しています。

問い合わせ先 中央公民館内図書室 緯76－2713

雪解けとともに山菜採りや魚釣りのシーズンが始まりますが、

ヒグマも冬眠から目覚め、食べ物を求め活発に行動する時期と重

なります。ヒグマに出遭わないため、次のことにご注意ください。

○鈴などを携帯し、音を出しながら歩きましょう。

○薄暗いときには行動しないようにしましょう。

○クマのフンや足跡を見つけたら引き返しましょう。

○食べものやゴミは必ず持ち帰りましょう。

問い合わせ先産業振興課林政・再エネグループ緯76－2151（内線259）

ヒグマに注意特別期間《４月１日～５月３１日》

対
象
者

全
町
民（
３
歳
以
下
は
無
料
で
す
）

交
付
場
所

・
４
月
中
は
、
町
民
懇
談
室
（
議

会
議
事
堂
１
階
）
で
行
い
ま
す
。

・
５
月
１
日
（
月
）
～
２
日
（
火
）

は
、
福
祉
担
当
瓜
番
窓
口
で
行

い
ま
す
。

・
５
月
８
日
（
月
）
以
降
は
、
戸

籍
担
当
姥
番
窓
口
で
行
い
ま
す
。

割
引
額

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
０
０

円
の
割
引
【
通
常
６
０
０
円
】

・
小
人
（
４
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
）

１
５
０
円
の
割
引
【
通
常
２
５

０
円
】

交
付
枚
数

大
人
、
小
人
各
５
枚
交
付

交
付
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
持
参
忘
れ
の
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん
）

※
世
帯
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
け
っ
こ
う
で
す
。

※
ご
親
戚
・
親
子
・
ご
近
所
等
の

方
に
頼
ま
れ
交
付
に
来
ら
れ
た

方
は
、
そ
の
方
の
印
鑑
が
必
要

で
す
（
持
参
忘
れ
の
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん
）。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
５
８
）

７６

「
妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
、
育
休

を
取
っ
た
か
ら
契
約
更
新
を
し
な

い
」
は
違
法
で
す
！

妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
・
介
護

休
業
を
取
得
し
た
こ
と
を
理
由

に
、
事
業
主
が
解
雇
、
退
職
の
強

要
、
雇
止
め
、
降
格
な
ど
の
不
利

益
な
取
扱
い
は
違
法
で
す
。

事
業
主
は
妊
娠
、
出

産
、
育
児
休
業
等
に

関
し
て
、
上
司
、
同
僚

が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

行
わ
な
い
よ
う
防
止

措
置
を
講
じ
な
け
れ

な
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
北

海
道
労
働
局
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
労
働
省
北
海
道

労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
部
指
導
課

緯
０
１
１
室
７
０
９
室
２
７
１
５

町
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
い
る
「
よ

ろ
ず
相
談
委
員
」
が
、
行
政
、
民

事
、
そ
の
他
の
心
配
ご
と
に
つ
い

て
、
広
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。

何
か
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
委
員

鷹
觜
と
し
子（
人
権
擁
護
委
員
）

久
保

利
治（
調
停
委
員
）

大
場

建
男（
学
識
経
験
者
）

福
井

全
雅（
民
生
児
童
委
員
）

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1

76
（
内
線
2
1
6
）

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る

不
利
益
取
扱
い
等
に
つ
い
て

インターネットを利用した

定例会の録画配信を行ってい

ます。定例会の模様は会議終

了後、１週間前後で配信する

予定です。

町のホームページにアクセ

スしてご覧ください。

＜津別町ホームページ＞

トップページ左側の

議会インターネット中継 を

クリック

問い合わせ先 議会事務局

緯76－２１５１（内線２66）

議会の録画配信を
行っています

検津別町
笠

革

北海道警察は、警察官Ａ区分（大学などを

卒業または来年３月卒業見込み）、同Ｂ区分

（Ａ区分以外）の受験者を募集しています。

平成30年4月1日現在で、18歳以上33

歳未満の方が対象となります。

申 込 締 切 ４月21日（金）

第１次試験 ５月14日（日）

試 験 会 場 北見、網走、紋別など

採用予定数 Ａ区分195人

（男性145人、女性50人）

Ｂ区分 55人

(男性45人、女性10人）

問い合わせ先

美幌警察署警務係 緯72－0110

ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ
入
浴

優
待
券
配
布
場
所
に
つ
い
て

厚生労働省北海道労働局ホームページ

http://hokkaido-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp

日
常
生
活
で
、何
か
悩
み
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

津別町の水道事業が簡易水道事業となります

現在、津別町が経営する上里を水源とする上水道と相生を

水源とする簡易水道が、平成29年4月1日に統合され一つ

の簡易水道事業になります。

今回の統合は、水道事業の給水区域や会計を一つにする統

合ですので、二つの水道の水源や配水系統は変わりません。

簡易水道事業になり補助事業にて老朽施設を計画的に更新

し、今後も安心安全な水道水を持続的に供給していけるよう

努めてまいります。

今回の統合を理由とした水道料金の改定は行ないません。

みなさんのご理解とご協力をお願いいたします。

問い合わせ先 建設課水道グループ 緯76－2151（内線253）

統 合 後現 行
計画給水人口事業名現在給水人口計画給水人口事業名

4,450人
簡易水道
事業

4,442人7,000人上水道事業

234人400人簡易水道事業

4,450人合 計4,676人7,400人合 計

《平成29年度自衛官等募集》

募集コールセンター（受付：12時～20時）フリーダイヤル緯0120－063－792 ナビダイヤル緯0570－045－818（携帯電話）

問い合わせ先 自衛隊北見地域事務所 緯0157－23－6826

試験期日(1次)受付期間応 募 資 格募集種目

5月13日（土）14日（日）
北見(14日は飛行要員のみ）

～5月5日

（金）

22歳以上26歳未満（20歳以上22歳未満は大卒〔見込含〕、修士課
程修了者等〔見込含〕は28歳未満）

一般幹部

候補生
5月13日(土)帯広専門の大卒〔見込含〕20歳以上30歳未満（薬剤は20歳以上28歳未満）歯科/薬剤師

5月27日(土)美幌～5月19日(金)18歳以上27歳未満一般曹候補生(男女)
6月24日美幌、25日帯広年間通じて18歳以上27歳未満自衛官候補生(男子)

平成29年度〈第1回〉
警察官採用試験案内



平
成

年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
、
次
の
日
程
で
実
施

29

し
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
ま
で
犬
を
連
れ
て
く

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
り
時
間
が
遅
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
最
寄
り
の
会
場
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
他
の
会
場
で
も
受
付
で
き
ま
す
の
で
、
必

ず
予
防
注
射
と
登
録
を
行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
犬
の
体
調
が
心
配
な
方
は
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

獣
医
師
の
判
断
で
注
射
を
猶
予
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
1
7
）

76

《
畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
日
程
表
》

登録料 １頭につき 3,000円（登録は犬の生涯に１回です）

注射料 １頭につき ３,110円（注射は毎年１回必ず受けなければなりません）

北海道では交通事故相談所を設置し、専門の相談員

が相談に応じています。相談は無料です。

《交通事故巡回相談を次の日程で行います》

※巡回相談には予約が必要です。

予約は相談日の週の月曜日まで

（祭日等の場合は、前の週の金曜日

まで）。

なお、予約がない場合、巡回相

談は中止いたします。

《巡回相談の予約・問い合わせ先》

オホーツク総合振興局保健環境部

環境生活課道民生活係

緯0152－41－0627（直通）

《北海道交通事故相談所（道庁）》

面接（予約制）、電話、文書（メール・ＦＡＸを含む）等で

相談をお受けしています。
交通事故に が、 し よいの わ ない。

の が を り い。

談を のよ に行 よい

れ の生 （ ） の 当ては な

札幌市中央区北３条西６丁目
道庁１階 緯０１１－２０４－５２２０

面接

直通 緯０５０－３５３３－４７０３電話

０１１－２３２－７４５２FAX

kansei.dousei2@pref.hokkaido.lg.jpメール

〈相談時間〉
月～金曜日

９時～17時（受

付～16時30分）

※土日・祝日・年

末年始を除く

※補助を希望される方は、ペレットストーブ購入前に補助の申請手続きを行ってください。

問い合わせ・申請先 産業振興課 林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－2151（内線318）

地球温暖化防止や津別町の森林資源の地産地消を目指し、木質ペレットストーブを購入する

方に対して、購入費の一部を補助します。

補 助 の 者

○津別町内に住所を有し、町内の住宅や事業所、自治会な

どの活動拠点施設に木質ペレットストーブを設置する方

○町税を滞納していない方

○平成30年３月31日までに購入し、設置できる方

○ペレットストーブの使用状況等について、町が行うモニ

ター調査に協力できる方

補 助 の 申 請 書

○補助金等交付申請書

○誓約書兼同意書

○経費の内訳が明記されている見積書の写し

○ペレットストーブ設置位置図及び平面図

○ペレットストーブの仕様等が確認できるカタログ

の

○設置完了後、補助事業等実績報告書を提出してい

ただきます。

○町による現地確認調査を実施します。

○補助金の交付は、現地調査後となります。

※その他、津別町木質ペレットストーブ導入支援事

業補助金交付要綱によります。

補 助 の

ペレットストーブ（中

古品を除く）本体（設置

費等を除く）の税抜き価

格の３分の２以内（千円

未満は切り捨て）で、１台

25万円を限度とします。

◎国民健康保険（７4歳以下の方）被保

険者証を更新します

右記の日程で行いますので、必ず更新手続

きをしてください。

※後期高齢者医療制度（75歳以上、又は65

歳以上で一定の障がいがあると認められた

人）の更新は7月です。

◎保険税未納の場合は…

特別な理由もなく保険税未納の方には、有

効期限の短い保険証（短期証）が交付されま

す。また、納期から１年以上滞納を続けてい

ると、保険証を回収し「被保険者資格証明書」

が交付され、病院にかかる時、一旦10割の医

療費を支払うことになります。

未納のある方は、役場国保担当又は税務担

当にご相談ください。

問い合わせ先 保健福祉課 健康医療グループ 国保担当 緯76－2151（内線228、229）

保険証の更新日程（土・日・祝日は除きます）

《75歳以上の方（後期高齢者医療制度）の更新は7月です》

※平成30年度より、運営主体が北海道に移行する関係で、

今回の保険証の有効期限は平成30年7月31日までとなります。

～更新手続きの方法～
印鑑・保険証を持参の上、上記の場所にお越しください。

※社会保険等に加入している場合は、喪失手続きが必要です（社会

保険等の保険証・印鑑・マイナンバー通知カード・身分証明書を持参

し、窓口で手続きをお願いします）。



受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

：

３
月

日
（
金
）
～
4
月

日
（
水
）

（１）

31

12

郵
送
又
は
持
参

：

３
月

日
（
金
）
～
4
月
３
日
（
月
）

（２）

31

受
験
資
格

臼
昭
和

年
4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

62

渦
平
成
8
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た

な
ど
別
に
定
め
る
者

第
1
次
試
験

６
月

日
（
日
）

11

第
2
次
試
験

7
月

日
（
水
）
～

日
（
金
）
の
指
定
さ
れ
た
日

12

１４

受
験
申
込
書
提
出
先
（
郵
送
又
は
持
参
の
場
合
）

〒
０
６
０
室
８
５
６
６

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１
番
１

札
幌
第
一
合
同
庁
舎
９
階

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局

緯
0
1
1
室
７
０
９
室
2
3
1
1
（
内
線
３
５
１
１
）

津別町では、環境負荷の少ない再生可能エネルギーの導入を促進し、地球温暖化対策に寄与するため、一般

住宅に太陽光発電システムを設置する方を対象に補助金を交付します。

※工事着手前の事前申請になりますので、設置予定の方は必ず事前にご相談ください。

臼町内に住所を有する方で、町内において自ら居住する住宅等に新たに太陽光発電システムを設置する方、ま

たは自ら居住するための太陽光発電システム付きの住宅等（新築のものに限る）を購入する方。ただし、借

地・借家等に居住している方が設置する場合は、当該土地・建物の所有者の承諾を得ていること

渦町税を滞納していない方

嘘発電システムの利用状況等について、町が行う調査に協力できる方

臼太陽光発電システムの条件（次の全てに適合するもの）

・低圧配電線と逆潮流有りで連結し、電力会社と電灯契約及び余剰電力の

売買契約を締結できること

・発電出力が10鯵未満の設備であること

・日本工業規格等で認められていること

・未使用であること（中古品は対象外です）

渦補助金対象範囲

・太陽電池モジュール、架台、接続箱、インバーター、発生電力量計、直流側開閉器、保護装置、売買電力

量計、配線・配線器具の購入、据付、設置工事に関する費用

金の

設置（購入）した太陽光発電システムの最大出力の値（ｋｗ表示とし、小数点以下第２未満は四捨五入）に

１ｋｗ当り４万円を乗じて得た額。ただし、補助金限度額は12万円となります。

問い合わせ・申請先 産業振興課 林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－2151（内線318）

春先は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。小さな火が大

きな火災につながりますので、火の取り扱いには充分注意しましょう。

統一標語 『消しましょう その火その時 その場所で』

１．サイレン吹鳴 ４月20日～４月26日 午後７時

２．消防車による町内広報 ４月20日～４月30日

３．防火パレード（消防団・外郭団体等）４月15日（土） 午後１時～

４．防火・救急教室 期間中に随時実施します

【住宅用火災警報器について】
時間の経過とともに劣化や故障する場合があるので、確実に火災を

感知できるようお手入れをしてください。陰定期的に作動テスト

を！ 隠電池タイプは交換を忘れずに！ 韻警報器の交換時期を確認！

問い合わせ先 津別消防署グループ 緯76－2189

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

《４月20日から４月30日までの11日間》

▼平成２８年度に「学生納付特例制度」

で、保険料納付を猶予されているかたで、

平成２９年度も引き続き在学予定のかた

は、４月上旬に学生納付特例制度の申請

書（はがき）が届きます。

引き続き学校へ在学する場合は、申請

書（はがき）に必要事項を記入して返送

することにより、平成２９年度の申請手

続きができます（学生証の写しまたは在

学証明書の添付は不要です）。

申請書が届かなかったかたや、はじめ

て「学生納付特例」の申請をするかた、

学校等に変更があるかたなどは４月以

降に通常の申請が必要です。年金手帳・

印鑑・学生証の写しまたは在学証明書を

持参し、手続きをしてください。

▼申請は、北見年金事務所または役場戸

籍年金担当窓口でお願いします。また、

免除承認された期間は老齢基礎年金を

受け取るために必要な期間に算入され

ますが、年金額には反映されません。

《問い合わせ先》北見年金事務所

緯０１５７－２５－９６３５

学生納付特例制度申請について

工業統計キャラクター

コウちゃん

平成29年工業統計調査を実施します

工業統計調査は我が国の工業の実態を

明らかにすることを目的とした統計法に基づ

く報告義務がある重要な統計です。

調査結果は中小企業施策や地域振興などの

基礎資料として利活用されます。

調査時点は29年６月１日です。

調査票へのご回答をお願いいたします。

・ ・

政府統計
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平成 年 年
年間通して町内の青年たちが集い、話し合い、交流し、いろんな活動を展開しています

問い合わせ先

中央公民館生涯学習課

緯76－2713

＊２月は「出張オニ」「こどもひろば」の２つのイベントを行いました＊

節分の日にちなんだ毎年の恒例行事となっている「出張オニ」は、町内の色々な施設へ

行き、子供たちやお年寄りの笑顔がたくさん見ることができて、とてもやりがいを感じま

した！

「こどもひろば」では、初めての子供を対象としたイベントで、どのくらい人が来るの

か、子供たちは楽しんでくれるのかと、とても不安でしたが、当日たくさんの子供たちが

集まってくれました。「はないちもんめ」や「しっぽ鬼」など様々な遊びを子供と大人が

一緒になって楽しみ、とても良いイベントとなりました。

今回の２つイベントの共通点は、たくさんの「笑顔」。溢れる笑顔がとても

印象に残るイベントにすることができました！ 〈担当：もっくん〉

Facebookを
チェック

新メンバー募集中！


